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大連
盟輸

刊問料円

t
Bか
ら
渇
聴
者
露
療
務
緩
ガ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
は
会
社
T
d
d
夜
祭
縁
滋
殺
し
戸
ょ
た
ち
の
醜

z
q
従
来
日
悼
総
隊
機
燦
線
検
作
品
加
出
入
し
て

い
容
し
た
ガ
、
こ
の
人
甘
ん
ぢ
の
う
診
で
一
定
遍
髭
い
に
酌
量
す
る
人
位
つ
い
て
は
、
新
し
く
で
き
た
逗
獄
省
露
議
制
問
夢
は
よ
り
保
険
総
肘
遂
行
お
う
と

い
う
も
の
で
す
。
滋
鵬
糊
窃
画
闘
機
紛
疫
の
発
足
巴
よ
り
、
骸
当
畿
は
つ
い
℃
日
同
窓
療
費
(
出
国
己
負
鐙
)
ガ
軽
減
お
れ
る
ご
と
に
な
り
ま
す
。

E
当
選
に
は
す

で

♂

連

遣

し

き

ペ

撃

す

る

と

尽

つ

入

で

、

議

議

後

受

け

取

っ

て

い

な

い

入

場

」

議

〈

装

い

。

軽

震

祭

器

撚

ι

医

入

院

、

一

律

3
創
か
ら
2
畿
ヘ
(
本
人
)

恥
日
の
ほ
ど
援
痔
保
険
制
制
緩
め
波
紋
が

行
わ
れ
、

m
由
民
隠
駿
保
険
準
緩
め
な
か

に
、
送
機
脅
威
嶋
市
川
削
淡
い
が
制
制
札
僻
さ
れ

ま
し
た
。

会
社
や
役
税
金
銭
年
退
職
し
た
人
た

ち
は
従
来
、
間
関
同
町
帥
晴
康
保
険
に
加
入
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
人
た
ち
の
っ
ち

で
次
に
該
当
す
る
人
は
、
釈
し
く
玲
泌

す
る
「
退
職
指
隊
機
例
制
液
」
に
よ
り
保

淡
絵
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

後
対
象
機
こ
の
制
正
止
の
対
象
ど
な
る

人
以
、
次
的
要
件
を
満
た
す
人
と
そ
め

家
族
で
す
g

l
、
間
関
附
問
機
織
保
体
聞
い
い
畑
出
入
し
て
い

る
人

軌
脚
部
会
的
交
絡
を
受
け
て
い

る
人
a

ま
た
は
持
議
以
上
で
年
金
総
家

(
問
問
問
同
年
金
者
絵
く
)
の
加
入
酬
期
間
聞
が

同
年
以
上
向
通
義
老
齢
「
滋
総
阿
部
品
説

2
、
義
人
出
陣
織
法
的
泌
問
問
を
受
け
て
を
受
け
て
い
る
人
e

た
だ
し
愉
務
年
を

い

な

い

人

療

治

在

し

て

、

そ

の

争

綴

じ

っ

き

、

支

3
、
次
的
7
つ
め
年
金
制
度
か
ら
送
鈴
鯵
也
を
成
誠
一
け
て
い
る
奮
を
酔
聞
く

議
送
時
制
被
保
険
者
的
条
件
と
な
る
年
余

州
制
度
は
次
め
と
お
り
で
す
の

す
②
厚
生
年
金
保
険
法

村
童
芸

よ
効
飢
附
録
制
附
協
間
伐

い

い

富

家

公

奪

等

共

演

温

室

が
③
地
方
公
務
員
等
共
部
間
硝
組
合
淡

嫌
⑤
萩
立
学
品
収
賄
刊
誌
兆
一
時
…
組
合
法

引
や
農
林
摘
裁
肉
体
験
開
封
共
済
同
組
合
法

悦

ww
沖
縄
掛
都
議
総
・
と
は
、
国
民
縫
療
保

叫
閉
じ
お
入
し
て
い
る
人
で
、
退
問
械
情
依
然

険
者
的
配
級
者
(
届
出
を
し
て
い
な
い
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叩
万
余
の
署
名
、
効
を
奏
す

成田縁輪送力整髄陳1脅

が
事
実
上
、
時
嗣
問
問
削
減
と
問
機
な
事
情

に
あ
る
人
を
禽
b
〉
や
一
ぷ
胡
明
寺
市
川
町
殺

後
で
あ
っ
て
、
泌
総
域
開
即
時
間
4

告
と
潤
一

的
絞
殺
に
叫
刊
紙
し
、
主
と
し
て
そ
の
お

に
よ

η生
訴
を
維
持
し
て
い
る
人
か
時
間

扶
養
奮
と
な
り
ま
す
e

直
医
者
に
か
か
る
と
事
阪
南
市
出
時
間
開
等

苦
闘
吋
幻
悶
回
市
民
会
館
で

で
治
織
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
ま
で

は
一
僚
に
3
総
長
持
で
し
た
が
、
新
し

9
持

抗

日

か

ら

刊

日

ま

で

、

秋

内

最

争

い
馴
制
般
で
は
止
め
と
お
り
、
良
川
ZL録
制
間
際
立
巡
安
全
運
動
が
脱
出
聞
き
れ
札
ま
す
令
ふ
と
し
は
す
で
に
市
内
で
l
a
o
o
件

制
訓
告
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
の
逐
鈴
に
ち
な
み
、
市
で
は
Q
d
M
り
め
人
身
事
故
が
裁
朱
し
、
相
川
毅
3
名、

キ
本
人
{
滋
戦
被
脇
陣
験
者
)
入
時
師
、
辺
日
(
ふ
ふ
て
午
後
記
時
か
ら
市
民
会
仕
出
負
傷
者
2
3
1践
と
い
う
多
〈
内
議
牲

外
来
と
も
淡
際
機
的
立
制
で
、
ち
が
ブ
}
交
泌
安
全
大
会
を
催
し
容
が
ぞ
で
い
ま
才

(
8
同
月
末
現
存
可

*
そ
め
家
族
(
扶
養
家
族
)
入
後
ま
や
九
内
議
は
象
交
遜
安
全
判
制
ぷ
ぐ
る
獄
中
せ
な
滋
燃
を
嘆
き
な
い
よ
う
、
畑
地
転

は
際
鞭
萌
間
的
立
湾
外
来
は
盤
機
絞
め
の
お
ま
わ
り
さ
ん
と
綾
新
品
中
晴
雄
作
物
欲
殺
も
半
世
一
打
者
も
十
八
万
ご
波
裁
く
だ
券
い
ぬ

3
制

約

お

時

さ

ん

と

子

供

、

Y
3
4
L
傘
ア
ト
う
な
お
、
中
市
で
は
ん
惜
月
附
附
3
水
酬
明
日
日
い

田
園
加
入
事
続
方
法
こ
め
制
制
限
に
務
当
ク
ン
ヨ
ン

J
ぞ
れ
ゆ
け
r
lタ
i
パ
ン
w

交
通
事
汝
削
開
制
酬
を
絞
っ
グ
い
ま
す
む
ご

す

み

と

一

認

め

ら

れ

る

人

(

四

時

和

田

年

3

で

す

命

刊

削

川

〈

ど

お

い

。

(

市

民

生

活

課

)

月
中
地
務
取
部
品
必
受
給
者
)
に
つ
い
て
は
‘
お
子
さ
ん
が
架
し
み
な
が
ら
交
満
期
ル

す
で
に
ゆ
巾
か
り
「
国
民
縫
康
問
燃
料
開
滋
腕
帆

後
似
品
問
者
該
当
の
お
知
ら
せ
グ
と
吋
後

技
義
主
総
出
世
智
」
悲
劇
蜘
滋
欽
し
ま
し
た
。

ま
た
付
制
一
市
対
今
必
と
M

品
わ
れ
る
人
で
、

『
お
知
ら
サ
い
か
な
か
っ
た
人
は
、
間
凶

削
附
梓
品
川
線
開
四
回
開
係
ま
で
お
開
制
い
か
わ
廿

〈
だ
き
い
。

な
お
、
同
月
1
n
u
N
M
総
数
翁
す
る
人

は
泌
総
が
必
機
と
な
り
ま
す
也
日
制
山
山
方

法
、
添
付
添
削
制
等
に
ワ
い
て
、
次
号
で

お
知
h
，
せ
致
し
ま
す
。

働
問
い
合
わ
せ
関
係
年
余
潮
岬
附
関
係
然

世「吋閃〉‘
e
q
A
1
1
1

間
部
州
附
3
附
則
市
議
会
定
例
会
的

9
汚

げ
日
か
ら
の
詰
山
憶
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑬

9
月
げ
民
(
島
)
か
ら
凶
悶
〈
水
〉

ま
で
の
午
後
1
時
か
ら
市
制
叫
に
付
す

る
一
般
相
官
同

9
9閥
均

m
州
問
{
本
}
午
後
2
時
か
ら

総
務
ふ
比
一
鱗
常
収
議
良
会
お
よ
び
技
会
衛

生
鍛
校
委
員
会

@
g
m
n
m山
呂
(
念
)
午
後
1
時
か
ら

が
い
弘
文
教
一
福
祉
滋
刊
誌
畿
財
舛
会
お
よ
び
滋
議
土

H
一
日
山
一
本
常
態
倍
以
会

:
一
ι
b
v
z
P
0
9
月
初
日
制
{
火
}
午
前
同
時
晶
子
り

ヤ
ナ
数
寄
議
帆
村
山
笠
歪
員
会

品W
9月
初
日
(
本
)
午
後
1
鱒
か
ら

下
総
基
地
米
療
臨
附
山
間
際
附
同
級
対
策
潟
賓

待
裂
葉
会

品叩
9
例
月
間
針
路
(
本
〉
午
後
1
時
か
ら

俄判的
H
版
記
載
後
、
討
議
、
採
決
、
開
閉
会

V
問
い
合
わ
せ
築
設
事
務
均

純
一
品
川
ち
び
っ
こ
交
通
安
念
大
会

ー
ル
を
覚
え
る
こ
と
で
し
ょ
え
入
場

65 
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@
そ
の

市
…
純
雲
市

市
民
の
声
を
総
合
計
諮
簸
定
巳

出H
年
4
回
同
よ
り
い
惜
川
で
は

gn俊
紀
一
一
世
襲
認
す
る
議
磁
づ
く
り
N

と
し
て
務
総
合
齢
一
轄
の
策
定
破
約
め
祭
し
た
。
終
年
柏
山
湾
同
L
H
陣
、
第
4
開
削
蕊
数
づ
く
り
戸
ン
ケ
i
ト
し
を

実
施
し
、
こ
れ
を
嚢

5て
葉
子
安
吾
妻
と
ら
え
警
護
議
め
て
治
家
し
た

J
」
の
現
滋
分
殺
の
議
後

d
p一
号

i
ズ
で
、
き
こ
閉
伊
み
し
℃
一
議
し

℃
い
懲
時
叫
す
。
舎
後
、
齢
出
題
づ
く
り
の
山
総
岱
M
M

い
よ
い
よ
酎
通
義
の
稼
成
は
入
り
絞
殺
。
そ
こ
で
、
ま
き
の
ま
人
公
で
あ
る
湾
総
の
み
怨
志
向
の
意
由
屈
を
+
分
茨
m
慨
し
だ
も
の

に
し
絞
い
と
撃
を
い
ま
す
。
そ
の
夜
一
部
門
恥
や
喝
、
殺
盟
加
叫
す
の
震
お
づ
く
り
を
十
分
h
L
半
世
え
て
い
双
山
拡
〈
怒
っ
か
け
と
し
て
舎
留
の
シ
リ

L
A夜
糾
畑
一
役
法
し
た
。
こ
の
五
び
こ

包
容
み
、
窓
際
線
産
管
、
喜
代
表
か
ら
な
る
総
会
義
務
慾
援
護
し
て
い
認
だ
い
た
も
の
で
究
室
の
分
野
ご
と
氾
我
孫
子
の
襲
撃
を
行
政
の

警
を
患
は
ま
と
め
恋
し
た
。
獲
の
み
滋
さ
ん
の
多
く
の
ザ
議
副
議
選
挙
法
。
硲
い
合
わ
せ
級
品
問
題
策
定
義
雲

(
8
1
1
1議
2
2
6

国
一
な
一
み

ふ
i
一
二
一
円
註

g
a
Z
J
一重括

合
平
耕
一
り

総
一
の
一
取

吋
わ
か
り
や
す
い
許
制
闘
い

「M
M
徹
す
も
め
が
み
え
る
計
百
聞
L

寸
前
災
務
総
に
よ
る
計
鴎
ヴ
く
り
」

「
全
同
組
員
に
よ
る
計
測
づ
く
ワ
い

以
上
が
、
今
回
の
総
合
計
一
期
祭
出
現
在

始
め
る
に
為
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
計
図

的
反
鐙
を
踏
ま
、
え
た
帯
品
交
で
し
f
コ

こ
れ
ま
で
の
計
一
撚
つ
〈
り
い
い
は
際
h
切

な
間
間
同
測
が
あ
っ
た
た
め
に
、
で
き
上
が

ヮ
ト
~
料
川
同
州
と
災
終
的
行
政
運
営
と
が
掛

け
絞
れ
て
い
る
制
闘
が
あ
る
と
の
荷
も
あ

ふ
れ
ら
の
佼
省
克
か
ら
、
今
鶴
は
で

き
る
だ
け
多
く
的
人
々
が
計
間
関
づ
〈
り

主義645号

総合計蕊策定体系

、
生
活
環
境
施
設

「
ま
ず
、
身
近
な
施
設
か
ら

集会施設豊菱自障害宇部図

に
事
加
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
ま
L
た
i

ま

ヂ

、

市

内

職

員

会

員

が

計

同

盟

づ

〈

り

公

附

則

に

つ

い

て

は

、

初

増

額

械

を

、

的

主

体

と

な

る

よ

う

な

休

日

制

を

つ

く

り

し

2
6
0
帥
以
内
し
ん
怨
絞
寸
る
と
、
全
市

ま

し

た

包

そ

し

て

何

よ

り

も

ま

ち

の

主

集

会

訴

に

つ

い

て

は

、

約

線

路

域

れ

官

民

的

約

問

%

は

滋

域

内

に

入

り

、

時

四

り

人
公
で
あ
る
市
仰
向
の
み
な
事
ん
的
多
〈

5
0
0
m
日
以
内
と
す
る
と
も
余
府
代
仰
の
お
%
、
た
と
え
ば
我
孫
子
駅
周
波
、

の

波

紋

や

知

恵

を

反

映

さ

せ

た

い

と

考

約

出

m

w

m

は

、

回

出

域

内

に

入

り

ま

す

q

然
心
得
、
閉
山
、
中
持
者
ど
の
地
区
は
刷
出
城

え

て

い

ま

?

"

幼

徽

附

内

側

聞

嚇

刊

的

問

、

思

議

公

開

問

、

返

り

の

祐

一

効

的

人

が

相

脱

線

的

に

使

い

づ

ら

か

ら

は

ず

れ

ま

ナ

。

こ

の

た

め

、

総

問

時

代

淡

か

ら

な

る

総

鴻

公

閣

時

議

会

税

、

公

開

開

銀

、

…

絞

静

い

正

い

え

ま

す

。

公

同

酬

に

つ

い

て

も

、

ア

ン

ケ

i

ふ
る
結

合
計
泊
審
議
会
で
品
削
減
を
枚
糾
問
し
て
い
出
相
続
な
ど
、
み
な
さ
ん
め
主
総
の
中
小
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
ア
シ
ケ
l
ト
め
ア
ン
ケ
ー
ト
め
い
鞘
祭
と
比
絞
寸
る
と
、
恒
常
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

た
だ
く
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
て
あ
管
室
主
連
に
つ
い
て
、
義
務
幾
か
ら
も
、
塗
玉
沢
公
閣
と
も
い
肇
緩
ま
で
の
蕊
普
通
い
地
区
で
本
つ
く
し
究
室
内
、
望
台
、
喜

び
ζ
自
滋
」
内
本
づ
い
い
計
百
幽
づ
く
り
の
子
市
内
現
状
を
み
て
み
ま
し
た
ロ
m
w
%
以
上
的
人
が
不
滅
で
あ
る
こ
と
が
溺
円
務
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

L
か
な
ど
の
よ
う
な
大
級
協
問
に
滋
発
さ
れ
た

中
で
作
成
さ
札
る
燐
絡
を
ぶ
〈
お
知
ら
ま
ず
、
市
内
に
あ
る
各
機
内
ゑ
品
問
機
わ
か
り
ま
す
a
し
、
聞
出
域
外
で
あ
り
な
が
ら
、
機
足
度
絶
反
を
拾
い
て
、
特
務
財
閥
蛾
に
含
ま
れ

せ
し
て
、
よ
り
多
〈
何
人
々
に
伐
M
m
チ
機
能
滅
的
教
を
、
地
後
人
口
に
掛
川
今
る
二
の
こ
と
か
ら
総
訟
の
畿
擦
は
数
だ
が
潟
か
っ
た
り
、
逆
に
滋
域
山
円
で
あ
り
て
い
な
が
ら
、
公
選
粧
品
備
に
対
「
る
本

め
ま
ち
づ
く
り
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
a
札
制
的
に
灘
乏
し
い
求
手
と
比
較
し
ま
け
的
関
紙
℃
は
な
い
よ
う
で
す
ω

そ
ニ
な
が
ら
不
綴
皮
の
務
い
地
区
も
み
ら
れ
機
内
総
い
地
以
が
み
り
れ
ま
す
c

こ
こ

い

と

患

い

ま

す

。

室

、

誌

の

素

案

し

た

。

で

‘

次

に

雲

飾

品

翌

日

震

の

状

ま

す

。

雲

つ

附

へ

の

本

書

、

配

蜜

の

に

も

量

以

外

め

問

問

機

が

あ

る

よ

う

ご

が
ま
と
ま
っ
た
校
総
で
、
ア
ン
ケ
i
a
r
明
ら
か
に
数
め
足
り
な
い
線
級
は
‘
況
に
つ
い
て
議
べ
て
み
ま
し
た
弘
問
問
題
だ
け
で
も
な
い
さ
ウ
で
す
。
す
。

や

市

民

筆

言

沿

う

子

家

主

泌

総

書

と

幼

稚

図

で

す

包

常

一

j
i
-
-
J

家

主

ま

ち

づ

く

り

を

考

え

る

人

芝

警

に

つ

い

て

は

、

ま

ち

づ

く

り

立

さ

輔

計
斗
外
」
の
淘

々
が
、
よ

η
多

〈

料

州

側

づ

く

り

へ

関

わ

ア

ン

ケ

ー

ト

で

も

札

判

的

録

的

人

が

不

満

サ

一

汁

…

一

時

什
ト
い
」
蜘
施
時

3

て

い

た

だ

き

‘

市

と

お

伐

に

し

っ

か

を

持

う

て

お

り

、

そ

の

対

策

が

い

そ

か

判

↓

羽

」

金

一

議

り

綴

づ

い

た

も

の

に

し

て

い

え

い

と

時

十

昨

ム

時

論

e十
…

A

品
一
ト

anu
一
必
嶋
一
…

v'F

十
一
一
ム
一
セ
閣

6

一
事
一
イ
同
調

十
一
&
一
周
ア
い

ゆ
一
州
、
u
臨

一

コ

混

同

au
耐
乏
錨

z

u

h

u

中

m
i
l
l
z
j
引
!
;
」

一
方
、
児
従
公
的
出
と
集
金
所
に
つ
い

て
は
施
設
数
も
多
く
・
級
協
閣
内
水
準
が

官
向
い
と
い
え
ま
す
切
し
か
し
、
腕
判
然
に

よ
ゐ
り
i
キ
ン
グ
グ
ル
i
プ
で
の
議
論

や
総
合
鈴
泌
総
総
会
で
の
窓
口
品
で
は
、

そ
れ
を
疑
問
問
叫
す
る
撚
も
総
ま
し
た
の

一一
一ど緩融制鵠ぴ鈴必叫蝿噌込wdM碍灘誌や額融同公

施

設

内

容

や

警

憩

い

三

一

目

。

の

さ

な

際

習

が

山

山

制

震

牲

を

替

え

捻

は

時

趨

が

あ

る

さ

れ

ん

ぶ

引

い

て

は

、

利

用

者

支

鶴

出

織

を

檎
討
を
す
す
め
る
弘
フ
ち
に
、
ニ
る
ク
ル
!
ブ
だ
け
に
絞
ら
れ
て
い
な
い
公
共
施
設
に
は
、
こ
れ
ま
や
・
A
J

ワ
主
権
門
が
山
開
て
き
ま
し
た
。
か
金
利
用
し
た
い
場
合
に
、
ど
こ
へ
隙
た
よ
う
な
地
域
的
に
対
応
す
る
も
の
は

そ
ニ
で
、
さ
ら
に
具
体
的
な
い
く
つ
い
品
川
抄
い
て
い
い
的
か
わ
か
ら
な
い
“
ま
か
り
ぞ
な
〈
、
品
京
市
ヘ
サ
i
ピ
え
す
る

か
の
銘
文
武
減
・
公
開
酬
に
つ
い
て
総
べ
て
た
‘
淡
ム
ね
な
人
数
で
会
緩
め
で
き
る
椅
施
設
も
あ
り
ま
令
指

み
る
と
、
総
数
内
務
的
緩
や
附
税
制
叩
状
況
涜
に
な
っ
て
い
な
い
‘
な
ど
マ
す
。
コ
i
i
!
審
総
会
で
の
欄
F
I
l
l
j

内
総
同
閥
復
'
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
ω

公
糊
閣
に
つ
い
て
は
、
公
開
闘
と
は
名
川
同
一
・
市
役
所
や
警
祭
器
な
ど
が
平
総
…

か
り
の
機
絞
り
小
さ
な
も
の
は
か
り
だ
c

一
な
と
こ
る
に
分
飲
し
て
い
る
。
一

ス
べ
り
の
な

r的
数
終
が
筑
か
れ
た
だ
一
・
公
共
機
縁
〈
内
犯
の
様
岬
悼
の
た
-

け
町
公
恩
辻
初
夜
帯
が
除
い
の
で
は
な
一
め
に
、
パ
ス
的
改
隙
ゐ
今
、
三
よ

い
か
、
な
ど
で
す
c

…

は

ど

う

か

a

一

二
れ
ら
総
絞
め
内
容
や
管
理
に
対
し
…
ふ
釈
中
心
的
公
持
総
設
内
記
澄
を
一

て
問
問
凶
閉
め
出
さ
れ
た
総
数
に
つ
い
て
は
、
一
検
討
し
て
は
ど
っ
か
。
一

現
在
あ
る
も
の
を
、
今
後
、
ど
っ
符
効
f
i
l
l
i
j
i
l
-
-
f
切

に
終
贈
し
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
が
絞
孫
子
市
町
彩
放
が
東
西
に
制
後
い

量
一
擦
に
な
り
ま
す
々
こ
の
よ
う
な
生
鴻
ど
い

7
特
殺
に
総
務
し
な
が
ら
、
今
後

に
街
議
し
た
総
淡
い
い
つ
い
て
は
‘
き
め
は
、
利
使
排
出
も
考
え
止
縦
波
箆
遂
を
め

掛
か
な
検
討
と
と
も
口
、
判
悶
刑
す
る
み
さ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
G
m
同
時
に
、
交

な
き
ん
に
も
使
い
方
を
考
え
て
い
た
万
激
的
制
緩
径
を
良
く
す
る
こ
と
も
必
後

寺

た

い

と

添

い

ま

す

。

だ

と

考

え

ま

す

d

ρ
h
u
 

p
れ
V

問団一明



第645号

i
義

務

教

描
域
社
会
の
中
で
、

賓
の
転
換
を

通
学
路
mw点
機
後
一
一
協
議
柱
舎
の
機
管
~

学
校
尚
一
絞
め
…
っ
と
L
Z必
学
環
境
学
校
は
、
総
務
掛
判
明
問
的
場
で
あ
る
括

的
視
況
を
点
検
し
ま
し
た
。
か
り
か
、
納
期
域
的
中
で
の
重
要
な
総
設

品
ら
に
は
、
地
域
社
会
的
中
で
め
学
本
市
は
、
厳
密
に
長
く
、
し
か
も
出
?
で
や
ω

努
議
会
で
も
様
々
な
蕊
燃
が
山
山

校
内
役
裂
な
と
、
よ
り
い
仏
総
問
問
い
い
務
総
失
に
閉
山
道
が
あ
る
た
比
判
官
途
隊
総
務
学
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
を
亨
λ
て
い
く
ニ
と
が
必
綴
レ
緩
や
国
道
・
鉄
滋
的
機
綴
な
ど
州
民
総
資
会

わ

れ

ま

す

底

上

向

路

線

が

あ

り

ま

す

。

饗
薬
害
基
織
の
も
計
百
日
以
内
け

こ
こ
日
年
間
に
、
は
ほ
人
濯
で
や
小
中
学
滋
や
準
特
ョ
ま
た
交
赫
拠
点
で
品
川
総
号

学
校
で
、
鉄
筋
肺
門
像
、
体
給
付
問
、
フ

i

を
待
つ
岬
場
所
な
ど
機
々
な
酬
内
総
点
が
浮

ル
か
究
機
零
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
フ
び
E

い
ふ
り
ま

L
たー

レ
ハ
ブ
数
哨
識
の
祭
哨
聞
や
教
脊
設
織
の
先
制
品
滅
九
生
後
が
油
快
適
に
通
学
で
き
る

蛾
ー
な
ど
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。
ぞ
れ
間
相
続
的
鐙
慌
の
た
め
に
、
き
め
綿
か
い

ぞ
れ
の
縫
務
数
管
線
設
の
内
務
内
務
係
点
検
と
改
穫
を
的
問
る
w
抑
制
慨
が
あ
り
ま
す
B

を
同
闘
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
c

ま
た
、
時
十
一
絞
め
総
計
も
N
W
後
で
し
ょ
う
a

市
内
は
は
E

小
学
校
が
お
校
、
中
学
校

が
6
校
あ
り
ま
す
c

そ
の
う
ち
半
数
は

緩
和
品
年
以
除
的
人
口
ゑ
鳴
に
対
応
し

て
一
線
災
害
札
た
も
の
と
ず
。

し
か
し
汲
年
、
児
家
・
生
徒
数
円
増

加
が
一
捻
落
L
.
小
学
校
で
は
ゑ
敢
な

新
訟
、
増
設
を
行
う
必
削
置
は
な
く
な
っ

て
き
ま
し
十
令
中
ム
学
校
も
一
般
利
関
年
ご

ろ
に
は
附
じ
さ
つ
な
状
況
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
ω

そ
の
た
め
、
今
後
は
役
会
等
的
峨
淡
、

叫
融
緩
め
充
実
や
セ
滋
学
制
時
ふ
V

句
作
門
む
掛
仙
台

議
開
低
め
酌
統
帥
捕
な
ど
滅
的
な
お
ん
震
が
重
要

之vr (3)附

場苦

窪富小学説

Eヨ学説拡
定ヨ入が住んでいる護老竣

小学校総設整儀童手術劉

ゃうたうと民草

時
年
7
開
月
四
発
足
以
来
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
活
発
な
対
総
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
訪
問
閥
的

事
甘
受
賞
、
誌
の
巡
喜
一
員
会
が

持
た
れ
て
い
ま
安
、

昭
和
絡
事

7
・

m委
員
受
緩
‘
会
務
滋
山
悶

9
・
6
市
内
税
務

問
問
・
叩
州
地
問
凶
か
ら
み
た
裁
沃
主
謀
鑑

Hve総
合
計
厳
へ
の
凸
自
由
経
諮

問M
・
2
運
営
議
員
会

間
唱
和
持
事

1
・u
M
叩
織
品
品
設
臨
丹
念

1
m婆
絡
会
的
役
劉
と
乎
臨
調

2
・
日
同
運
営
委
員
会

67 
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淡
火
緩
め
威
力

に
ピ
ッ
ク
守
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第645号

第5回あびニ鑓社まつり

ユニークだったネも活動紹介P

守護
謹

社
会
議
校
協
努
慌
で
は
、
次
の
と
お

り
期
党
パ
ザ
ー
を
務
総
し
法
ナ
。
ご
家

庭
に
退
却
時
め
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
り
、

4
1
p
ζ
寄
付
を
お
戦
い
し
ま
す
。
品
物

は
9
m凡
凶
日
か
ら
開
設
ま
で
に
自
治
会

長
ま
で
ご
待
券
く
だ
さ
い
c

V
H時時

0
3
月
総
門
幻
(
日
)
午
議
問
時

か
ら
午
後
2
持
ま
で

V
場
所
持
出
関
セ
ン
タ

i
~制
附
ヱ
会

総
内
、
V
後
援
筏
孫
子
市
〈
収
品
脱
会
は
福
祉

事
業
に
務
付
芽
れ
ま
す
}

wv
問
い
合
わ
せ
社
会
議
後
協
議
会

九
何
事
谷
町
…
瑚
主

f
t訪
問
ぼ
鰹
艶
ザ
言
語
M
)
で
し
た
也
今
湿
の
壊
時

計

河

宰

ん

一

r
d
~
r
3
b
u穆
車

?

年

の

と

き

の

塁

で

敗

れ

て

首

誠

一

時

一

時

最

高

記

録

に

あ

と

ゆ

抄

口

引

い

…

パ

ゴ

幻

の

も

的

と

あ

湖
北
念
下
校
3
年

設

内

蓄

早

事

ん

録

誕

お

矛

8
月
昔
、
和
歌
蓄
え
の
所
属
す
る
繍
説
中
陸
上

J
・5

出
掛
県
で
行
わ
れ
蕊
は
日
明
が
嫁
〈
宅
金
国
大
会
は
は
ハ

l

た
全
国
中
学
受
ド
ル
町
出
中
背
骨
磯
子
町
鐙
え
投
げ
町
村

棟
上
必
手
権
大
上
都
品
子
、
陸
上
3
一撞
n
治
的
小
鳴
か
え
で

会
で
、
念
備
制
的
き
ん
ら
印
人
が
山
出
場
し
て
い
ま
す
。

後
臨
時
を
果
な
し
神
び
盛
り
の
検
特
甘
辛
ん
は
今
年
内
会

必
ゆ
か
し
た
胸
間
四
漁
綴
拙
艦
上
で
も
日
秒
Q
M
h
w
担
問
同
参
考
)

タ
イ
ム
は
践
を
山
出
し
、
ソ
ウ
ル
滋
輪
も
い
ま
や
拶
で

秒
間
a

中
学
生
は
あ
り
ま
せ
ん
‘

れれあびあ

一
ゃ
っ
た
ぞ
、
金
罷
擾
秀

一

救

助

技

術

大

会

で

石

井

消

妨

士

一

室

長

Igぞ
総

合

し

た

芸

わ

れ

た

需

型

言

葉

助

一
務
部
品
ム
硝
仲
間
警
の
答
弁
消
防
上
が
技
術
会
前
(
は
し
ご
奈
川
え
の
部
ご
で

ん

8
n月
3
u
"
に
行
わ
れ
た
関
東
大
合
も
見
事
、
後
衿
に
嬬
き
ま
し
た
。

…

長

い

て

、

長

官

、

名

童

ニ

約

百

集

ま

っ

た

的

は

童

か

ら

滋

議番、おめでとう

第
山
崎
開
制
ム
玄
関
水
滋
巡
回
開
作
品
機
a

小

学
後
姿
干
年
図
工
の
総
で
湖
北
会
一
県
小

4
年
内
総
即
時
後
五
日
ち
ゃ

λ
が
入
遂
と
な

り
ま
L
P
3

ムγ
間
脚
内
応
募
総
数
は
泌
総
Z
3
2
0

グ
本
番
d

は
大
丈
夫
か
な

湖
北
台
東
小
で
は

1
、5
5
0
人
が
捗
刻

糊
桝
繁
〈
震
災
ヅ
炉
支
の
地
獲
に
格
闘
明
ぐ
る
み
で
対
応
を

i
Q肉付
1
Bの
め
附
刊
の
ぬ
吋
潟
市
町
で
は
、
務

相
会
議
室
主
会
場
児
、
懇
話
、
布
佐
中
出
合
わ
せ
て

3
4議
で
嬰
紛
綬
ガ
行
わ
れ
殺
し
定
。
滋
北

台
東
小
で
鋭
、
餓
潟
市
山
登
録

W
8
0人
、
児
意
な
M
C品制

ω
0
0人
、
そ
し
て
一
澄
器
、
十
一
塁
一
様
努
-
設

柑
腕
子
ガ
ス
、
総
師
会
、
響
察
審
な
ど
会
わ
ぜ
て

2
5
b
O人
が
、
総
崩
聞
に
削
制
面
概
h
L

般
的
川
絡
み
ま
し
た
。

U

主
主
、
.

非
常
ベ
ん
だ
コ
ソ
レ
み
ん
な
表
へ
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諮

問

昭

一

日

町

い

れ

議

活

動

泣

き

蓄

を

い

れ

十

つ

り

も

5
李

総

号

、

ひ

淑
公
同
て
開
洲
附
捕
許
れ
ま
し
た
q

蜘決心
H
診
員
長
期
銭
的
料
亭
と
夜
明
り
い
匂
来
年
も
、
ぜ
口
組
輔
さ
ん

ぷ
肌
り
な
き
殺
さ
ん
弘
け
よ
う
友
だ
と
て
も
多
〈
的
問
体
が
参
加
し
て
く
の
事
加
を
お
戦
い
申
し
上
げ
ま
す
ω

ち
巧
吋
わ
ど
を
一
ア

i
?
に
、
今
級
以
来
札
、
島
り
が
た
く
忍
い
ま
し
h
i
そ
し

為
替
が
親
し
め
る
企
紛
が
数
多
〈
綴
り
て
お
集
ま
り
く
ど
さ
っ
た
市
伐
の
絞
宰

品
川
ま
社
ま
し
た
の
一
同
鴨
川
閉
め
パ
ザ
ー
の
ほ
ん
に
i
参
議
し
て
い
設
す
。

か
「
子
ど
も
広
場
」
で
は
竹
う
ま
、
か
今
削
酬
は
終
に
楽
し
'
九
州
、
い
た
ど
こ
づ

ご
あ
み
、
風
船
蜘
例
外
¥
割
パ
シ
熱
線
と
い
う
ゆ
さ
で
‘
絞
た
に
鍛
し
も
問
問
設

そ
し
て
特
設
舞
台
を
し
つ
ら
え
て
、

λ

い
た
し
ま
L
た
純
一
線
不
手
間
聞
も
あ
り

子
ク
な
吋
参
加
団
体
凶
紹
介
¥
各
同
ま
し
た
か
、
子
ど
も
か
F

り
お
年
寄
り
ま

体
か
活
動
的
総
介
を
む
っ
た
あ
と
、
舎
で
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

興
丹
波
で
会
場
を
笑
い
で
低
み
ま
し
た
“
し
よ
う
か
。

二
と
し
は
参
加
問
凶
体
も
税
金
数
え
、
議
り
上
が
り
を
た
っ
た
l
u
u
だ
け
に

滋
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
2

訪
れ
た
ふ
閉
経
わ
ら
せ
ず
、
議
日
的
活
動
に
以
映
し

際
も
、
パ
ザ
ー
や
織
し
を
鴻
し
て
、
な
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
へ
ニ
札
b
設
に

お
い
づ
"
す
っ
、
障
害
者
へ
的
総
燃
を
一
時
一
人
ぞ
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
日
常
活
動

金融水道作品農℃入議

奉
倣
や
行
事
に
参
加

きわやかポラ.ンヂィア
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点
。
球
し
く
も
特
選
こ
そ
巡
し
ま
し
た

が
、
抽
出
2
古
と
と
も
に

J
仇
占
。
と
な

っ
た
も
め
で
す
a

S
4討
ち
ゃ
ん
は
掩
か
ら
2
y
γ

へ
水

が
流
れ
る
禄
予
を
吋
火
切
な
本
合
ム
ダ

に
し
な
い
よ
う
に
」
と

い
フ
撚
い
を
込
め
て
議

急
設
し
た
c

ポ
ス
タ
ー

を
か
い
て
い
る
う
ち
に
、

ま
す
ま
す
水
が
火
祭
に

添
え
て
き
た
母
設
ち
ゃ

ん
で
す
“

A
み
ご
と
入
滋
に

嫌
い
允
ポ
ス
タ

i
会附削W円井戸羽

り
ぬ
か
れ
た
8
9
0名
e

石
井
清
附
防
ー
ー

は
持
ち
能
的
勝
負
強
替
に
鍛
え
、
史
夫

F
で
数
ね
た
綴
榊
闘
に
よ
っ
て
、
繊
細
始
ま

フ
て
以
来
的
快
感
を
な
し
返
げ
ま
し
た
a

日
頃
的
機
弘
件
活
動
や
辛
口
u
稔
織
に
市

内
的
高
絞
命
中
的
僚
会
C

ん
も
害
加
し
、
務

ば
れ
て
い
ま
す
@
活
動
は
布
佐
釈
然
や

明
開
花
駅
前
的
淡
路
可
タ
l
子
リ
ン
V
L
Y

ク
や
箔
社
ま
つ
り
な
い
と
開
法
〈
行
わ
れ

て
い
、
ゑ
す
。

な
か
で
も
ニ
と
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
縫

滋
授
に
指
定
幸
れ
て
い
る
中
史
学
日
開
際

校
内
的
動
ぷ
り
は
終
裁
に
耕
慨
し
ま
す
0

9
月
2
日
に
一
れ
わ
れ
た
…
橋
被
チ
ャ
リ
テ

ィ
で
も
、
凶
ら
中
し
山
山
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
的
級
事
ん
が
‘
勝
州
議
な
日
経
呂
に
も

か
か
わ
a
子
、
笑
み
を
時
間
宮
子
'
に
せ
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V
募
集
人
数
父
殺
と
子
ど
も
.
捻
務

総
帥
帆
〈
浴
婦
の
お
じ
き
ん
で
も
結
構
で

V
期
限
関
崎
山
則
と
し
て
淡
E
滋
6
か

丹

句

フ

欄
附
〈
そ
の
後
6
か
月
閣
の
延
長
も
可
)
'
》

V
滋
迎
向
制
力
で
最
所
で
き
な
い
も
の

F

山

に

つ

い

て

は

拐

談

に

町

り

ま

ふ

た

ゆ

ぺ

ヱ

購

鋳

晶

子

千

美

代

品

部

品

ん

塩

川

〈

公

然

然

V
申

L
aみ
双
山
開
謀
総
と

L
て

は

、

下

川

議

機

務

総

)

川
山
崎
判
断
中
州
刷
機

ω主
治
鋭
的
許
可
舎
が
日
し

V
申
し
込
み
方
法
ハ
牢
キ
に
父
続
・

必
獲
で
す
二
問
削
紙
は
セ
ン
タ

i
に

あ

り

副

都

千

ど

も

の

氏

名

刷

ハ

配

当

附

・

咽

地

点

詰

浜

寺

・

ま
す
ゥ
)
泌
接
的
ト
ペ
州
議
会
綴
で
品
百
数
脊
委
員
会
で
は
、
地
域
内
ボ
ラ
ン
々
父
親
と
子
ど
も
の
料
線
数
哨
撒
¥
災
鵠
と
子
的
数
れ
人
口
い
繋
黍
加
州
場
淡
し
し

け
入
れ
を
没
後
い
た
し
草
す
織
ケ

i
ス
ラ
ィ
ア
的
協
カ
を
識
で
、
緩
と
子
の
触
生
活
が
子
ど
も
め
ゆ
腕
一
訟
に
与
え
る
影
響
明
記
し
、

9
R丹
波
臼
{
淑
悶
潟
防
布
効
)

に
よ
コ
て
は
お
断
わ
り
す
る
場
合
も
あ
れ
A

甘
い
品
松
山
戒
を
5
凶
ン
リ

1
Z
で
行
い
を
場
一
ふ
ん
な
が
ら
、
安
く
て
栄
護
の
あ
る
ま
で
山
中

L
川
叫
ん
で
く
だ
さ
い
肉

り
ま
す
の
で
、
宇
わ
か
ヒ
め
と
ア
議
〈
ま
す
。
後
攻
、
親
子
で
然
災
地
汁
耕
地
ゃ
い
ナ
村
制
刊
を
従
っ
た
料
壌
を
親
子
で
つ
く
り
甲
経
後
材
料
税
笑
費

だ
き
い
。
希
叩
説
者
H
H
、
滋
紛
で
身
体
脳
陣
る
機
会
が
だ
ん
だ
ん
抄
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

V
串
L
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
伐
採

答
者
協
社
セ
ン
タ

i
仲
間
部
」
0
1
4
2

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
a

こ
の
教
単
V
問
時
油
汚
7
日
(
豆
午
務
9
時

知

子

1
6
0
0
4

数
符
激
減
会
設
会
教
脊

ま
で
ご
務
総
く
だ
与
い
。
や
は
、
純
子
が
帥
助
力
し
て
で
き
る
学
後
分
か
ら
午
後
2
時
ま
で
機
校
合
数
絞
係
自
(
飢
)
1
5
1
1

*
な
お
セ
ン
タ
!
で
は
耐
同
議
・
木
氏
e

テ
;
叩
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遊
び
、
テ
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連
成
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瑞
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緩
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藷
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習
字
等
の
総
作
・
州
問
仲
作
仲
維
や
パ
ソ
コ
ン
の
中
か
ら
、
綾
子
持
滋
れ
A

甘

い

合

晶

体

め

ま

す

P

こ
う
し
た
中
小
¥
燃
と
市
山
で
は

-
M
民
総
も
日
付
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
務
用
て
い
き
ま
す
。

z
b
r
一
・
雌
一

6

ー
前
伐
を
対
象
に
電
波
A

敢
な
口
ン
タ
ワ
ー

身

体

時

審

議

霊

セ

ン

タ

で

は

、

く

だ

さ

い

。

シ

7
7関
扇

町

一

寸

!

?

は

、

制

弼

L
zぃ
E
q
ト
ブ
口
ソ
ク
域
内
玄
L
い
総
工
方
法
的

7サ
ー

ビ

ス

霊

と

し

て

段

差

詫

ん

ノ

一

之

氏

一

1
普
及
と
、
危
険
な
プ
口
ソ
ク
槻
妥
液

重

機

能

裂

を

絞

っ

て

い

ま

す

汁

身

体

重

問

者

機

栓

セ

ン

タ

i
l
i
J

づ
一
議
…
免
指
童
事
導
警
糸
主
主
縫
量
進
手
す
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申

Tし込
み
は
お
皇
寵
話
で

7
一

の

一

ご

竹

下

ご

行

許

軒

下

wv
対
絞
殺
す
位
宅
で
同
歳
以
上
め
身
体
臨
時
漆
刊
行
心
心
配
的
あ
る
子
ど
も
円
相
談
、
V
間
同
時
問
問
け
1
u
n
(
汚
)
午
蔀
9
時

か

ら

午

後

4
締
ま
で

派
謀
者
手
掛
棋
引
所
持
者
お
よ
び
漁
得
手
淡
路
協
議
開
側
、
発
達
を
而
止
す
た
め
の
綴
海
ら
午
後
4
時
ま
で
(
予
約
一
級
)
波
年
、
地
4

震
を
ど
の
災
害
に
よ
り
コ

wv
醐
醐
蕊
区
山
崎
小
学
校
周
辺
的
通
学
路

者

を

次

の

日

程

で

行

い

ま

す

u

v

場
諸
問
身
体
障
税
回
数
減
絞
タ
ノ
タ
l

ン
ク
リ
1
・rブ
口
γ
タ
総
得
が
数
多
く
か
量
一
点
調
査

V
内
容
川
川
機
械
胤
約
機
持
、
改
善
を
同
国
V
対
象
用
品
。
畿
、

1
紙
代
で
、
世
間
神
(
湖
北
開
帆
品
化
日
か
ん
滋
巡
あ
り
)
倒
壊
し
、
多
〈
的
人
命
が
止
人
わ
れ
て
い
V
問
問
い
合
わ
せ

品
川
ド
み
る
約
機
似
H
U
滋
生
活
で
の
経
同
時
進
震
後
に
心
配
的
み
る
v

T

V

惜
し
み
み
怒
零
身
体
墨
田
黄
緑

糾判的
w
m
w
経
常
生
活
動
作

wv
相
綴
質
筑
法
大
学
心
身
隊
存
学
系
紙
セ
ン
タ
i
宮
(
槌

)
0
1
4
1
ま
で

V
鐙

虫

剤

遊

学

徳

山

院

公

助

教

授

地

問

由

紀

以

党

ゑ

c 
ハ
久
親
と
子
ど
も

の
料
穣
教
室

お
捷
た
廷
の
立
ヴ
数
民
暗
ん
ま
す

⑩ 

手間
H

沼
汚
染
の
削
邸
機
と
な
り
、
人
体

へ
の
総
綴
も
心
総
書
札
る
合
成
洗
剤
に

撤
去
、
中
市
で
は
斡
お
け
ん
の
割
引
出
則
合
樵

巡
し
て
い
ま
す
2

日
人
間
同
渡
的
グ
ル
ー
プ
で
、
扮
石
け

ん
を
彼
ょ
ん
た
く
の
仕
方
を
き
た

い
と
い
う
紫
哲
一
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

珂
悼
の
替
が
出
張
し
て
議
船
閥
会
合
約
縦
し

ま
す
ロ
ぜ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
匂

マ
達
絡
先
市
山
氏
糸
品
問
相
飾
品
殺
生
市
一
奴

山
叩
制
品
川
一
以
洗
た
く
鱗
護
金
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全

官

長

約

…

閲

・

体

向

上
阪
と
ほ
お
川
川
崎
氏
憾
色
、
大
雨
お

お
い
と
一
一
一
利
一
期
一
切
の
先
端
的
役
が
際

立
ち
、
下
戸
田
は
a
H
a
で
時
泌
総
的
総

寝
が
あ
る
ス
ズ
メ
た
め
小
宮
山
周
ぞ
す
a

附
期
帥
捌
織
は
シ
ベ
リ
ア
東
部
、
サ
ハ

リ
シ
、
カ
ム
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等
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